
「Youth Post・ユースポスト」とは、青年の活動や想いが全国に届くことを願って、Youth・ユース（青年）と Post・ポスト（郵便物）を組み合わせたものです。
本紙は、青年や青年団が全国でいきいきと活躍する姿を伝える日本青年団協議会の機関紙・広報紙です。

各地の青年団は、道府県青年大会や地域のまつり、芸能文化活動など、さまざまな舞台で活躍して
います。道府県青年大会には全国青年大会の予選会を兼ねるものもありますが、どの大会も地元の
青年や地域、スポーツや芸能文化活動の裾野を広げるために大切に開催されています。本号では、
それぞれの舞台に全力で挑み、仲間との絆を深める青年たちの「ナイスファイト」をお届けします。

INFORMATION  　日本青年団協議会の最新情報はこちらから

増大号増大号

第74回滋賀県青年大会 バスケットボール男子第74回滋賀県青年大会 バスケットボール男子

第74回滋賀県青年大会 フットサル第74回滋賀県青年大会 フットサル

第74回滋賀県青年大会 舞台発表第74回滋賀県青年大会 舞台発表

第74回岡山県青年祭 第74回岡山県青年祭 フットサルフットサル

第74回岡山県青年第74回岡山県青年祭祭  剣道剣道

第75回宮崎県青年大会 軟式野球第75回宮崎県青年大会 軟式野球

第74回宮城県青年文化祭 意見発表第74回宮城県青年文化祭 意見発表

日 本 青 年 団 新 聞

ナイスファイト！ナイスファイト！

42026
vol.
111巻第4号　発行2026年11月1日

〒160-0013
東京都新宿霞ヶ丘町4-1日本青年館5階
TEL 03-6452-9025  FAX 03-6452-9026
seinen@dan.or.jp  https://www.dan.or.jp

日本青年団協議会編集・発行



　

去
る
８
月
、岡
山
県
青
年

団
協
議
会（
以
下
、岡
山
県
団
）

主
催
の
第
74
回
岡
山
県
青
年
祭

（
以
下
、県
青
年
祭
）が
開
催

さ
れ
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、軟

式
野
球
、剣
道
、フ
ッ
ト
サ
ル
の

４
種
目
が
行
わ
れ
た
。
大
会
を

支
え
た
人
の
縁
と
、会
場
で
生

ま
れ
た
つ
な
が
り
を
追
う
。

◆
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら

広
が
っ
た
出
場
チ
ー
ム

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
は
、

昨
年
を
２
チ
ー
ム
上
回
る
６

チ
ー
ム
が
集
ま
っ
た
。
き
っ
か

け
は
、岡
山
県
団
が
主
催
す
る

岡
山
サ
ミ
ッ
ト※

１

だ
。
か
つ
て
、

県
青
年
祭
に
出
場
し
て
い
た
人

が
参
加
。そ
の
選
手
が
営
む
ス

ポ
ー
ツ
バ
ー
に
役
員
が
足
を
運

ぶ
な
か
で
、新
た
に
２
チ
ー
ム

の
出
場
が
決
ま
っ
た
。
軟
式
野

球
は
県
内
の
自
治
体
チ
ー
ム

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
案
内

を
行
い
、４
チ
ー
ム
が
そ
ろ
う
。

昨
年
参
加
者
が
集
ま
ら
な
か
っ

た
フ
ッ
ト
サ
ル
は
、日
程
を
お

盆
か
ら
ず
ら
し
、約
15
団
体
に

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
直
接
連
絡
。

２
チ
ー
ム
で
の
開
催
を
実
現
し

た
。

◆
運
営
に
集
う
人
の
輪

　

運
営
に
も
、日
頃
の
活
動
で

結
ん
だ
縁
が
生
き
て
い
る
。フ
ッ

ト
サ
ル
の
審
判
は
、加
盟
団
員

の
知
人
が
快
く
引
き
受
け
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
軟
式
野

球
を
同
日
に
開
い
た
会
場
に
は
、

２
年
前
の
能
登
半
島
地
震
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア※

２
に
参
加
し
た
当
時
学

生
だ
っ
た
参
加
者
や
、祭
り
や

子
ど
も
向
け
事
業
で
出
会
っ
た

大
学
生
が
手
伝
い
に
加
わ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
で
積
み
重
ね

て
き
た
関
係
が
大
会
を
支
え
て

い
る
。

◆
勝
敗
を
越
え
て
生
ま
れ
る

　
つ
な
が
り

　

軟
式
野
球
の
会
場
で
は
、足

を
つ
っ
た
選
手
を
相
手
チ
ー
ム

が
素
早
く
手
当
て
し
、自
分
た

ち
の
飲
み
物
も
分
け
た
。フ
ッ

ト
サ
ル
で
は
接
触
プ
レ
ー
の
後

に
選
手
同
士
が
声
を
か
け
合
い
、

試
合
後
に
は
両
チ
ー
ム
が
本
部

席
と
相
手
チ
ー
ム
に
そ
れ
ぞ
れ

一
礼
。ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ

に
あ
ふ
れ
る
姿
が
各
会
場
で
見

ら
れ
た
。
試
合
後
の
交
流
も
生

ま
れ
て
い
る
。フ
ッ
ト
サ
ル
の

交
流
試
合
に
は
八
木
雅
弘
岡

山
県
団
会
長（
26
）も
加
わ
り
、

軟
式
野
球
で
は
昨
年
の
全
国

出
場
チ
ー
ム
と
今
年
初
出
場

の
チ
ー
ム
が
連
絡
先
を
交
換
し

た
。

　

予
選
会
の
役
割
は
、全
国
へ

選
手
を
送
り
出
す
こ
と
だ
け
で

は
な
い
。
勝
敗
を
競
い
な
が
ら

も
、相
手
を
尊
重
し
、助
け
合

う
。
職
場
や
学
校
の
異
な
る
青

年
同
士
が
出
会
い
、関
係
を
育

ん
で
い
く
。
全
国
大
会
は
、そ

の
先
に
あ
る
舞
台
の
一
つ
だ
。

地
域
で
青
年
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
機
会
を
つ
く
り
、そ
の
裾

野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
こ
そ
、

本
来
の
意
義
が
あ
る
。
各
地
の

予
選
会
が
充
実
し
て
こ
そ
、全

国
大
会
も
ま
た
価
値
を
増
し
て

い
く
の
だ
。

　

日
々
の
活
動
で
出
会
っ
た
人

が
、選
手
と
し
て
、審
判
や
運

営
の
担
い
手
と
し
て
大
会
に
関

わ
る
。こ
の
循
環
は
、岡
山
だ

け
の
特
別
な
も
の
で
は
な
い
。

地
域
と
と
も
に
活
動
を
続
け
る

各
地
の
青
年
団
に
も
、同
じ
縁

は
育
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
の

縁
が
東
京
へ
つ
づ
く
。

こ
こ
か
ら
始
ま
る
、
ナ
イ
ス
フ
ァ
イ
ト

～
戦
っ
た
選
手
、支
え
た
仲
間
、す
べ
て
に
拍
手
を
～
　
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

※
１
「
岡
山
サ
ミ
ッ
ト
」
…
…
一
般
財
団
法
人
日
本
青
年
館
と
日
本
青
年
団
協
議
会
が
主
催
す
る
全
国
ま
ち
づ
く
り
若
者
サ
ミ
ッ
ト
を
自
分
た
ち
の
地
域
で
も
開
催
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
事
業　
　
　
※
２
「
能
登
半
島
地
震
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
…
…
６
頁
「
魅
力
発
掘
」
で
深
堀
！

ACTION

岡山県
倉敷市

炎天下の中、軟式野球の試合を見守る県団役員

全国への切符は2枚。試合開始前の緊張の瞬間剣道大会終了後、全国大会の説明をする役員
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途
切
れ
た
歴
史
を
再
び

～
復
活
し
た
全
道
青
年
大
会
～

（
北
海
道
札
幌
市
）

■お問合せ：北海道青年団体協議会　Mail:info@doseikyo.jp

　

か
つ
て
、道
内
の
青
年

た
ち
が
集
う
一
大
イ
ベ

ン
ト
だ
っ
た
全
道
青
年

大
会
。軟
式
野
球
の
部
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

が
、２
０
１
８
年
度
に
南

空
知
地
区
で
開
催
さ
れ

た
第
69
回
大
会
を
最
後

に
、参
加
申
込
が
な
く
、

長
ら
く
開
催
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

　

そ
の
大
会
が
、昨
年
再

び
軟
式
野
球
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
帰
っ
て
き
た
。

　
き
っ
か
け
は
意
外
な

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。全

国
青
年
大
会
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
北
海
道
の

草
野
球
チ
ー
ム
の
間
で

話
題
と
な
り
、「
出
場
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
」と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
北
海
道
青

年
団
体
協
議
会（
以
下

道ど
う
せ
い
き
ょ
う

青
協
）に
寄
せ
ら
れ

た
。こ
れ
を
受
け
、予
選

会
を
開
催
で
き
る
チ
ー
ム

数
が
集
ま
り
、軟
式
野
球

の
部
が
復
活
。昨
年
は
46

人
が
参
加
し
、今
年
は
札

幌
か
ら
２
チ
ー
ム
、胆
振

か
ら
１
チ
ー
ム
、計
71
人

が
集
ま
っ
た
。

　

大
会
当
日
に
は
、参

加
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が

「
僕
た
ち
や
り
ま
す
よ
」

と
自
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

草
刈
り
を
す
る
姿
や
、運

営
に
も
積
極
的
に
協
力

す
る
選
手
た
ち
の
姿
が

印
象
的
だ
っ
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
喜

び
は
、時
代
が
変
わ
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
。一
度
途

絶
え
た
大
会
を
、も
う
一

度
大
き
な
大
会
へ
。将
来

は
複
数
の
種
目
を
同
じ

会
場
で
開
催
し
、北
海
道

の
若
者
が
参
加
で
き
る

大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
さ
せ
た

い
」と
阪
光
平
道
青
協
会

長（
42
）は
語
る
。

　

か
つ
て
の
賑
わ
い
を
、

今
度
は
新
し
い
形
で
。全

道
青
年
大
会
の
新
た
な

歩
み
は
、ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
。次
は
全
国
の

舞
台
へ
。

●大川  塁斗さん（北海道青年団体協議会　常任理事）より投稿　阪  光平さん（同会会長）取材協力

北海道
札幌市

ACTION

担
い
手
を
育
む
獅
子
舞

～
世
代
を
超
え
て
祭
り
を
支
え
る
～

（
富
山
県
富
山
市
）

　

富
山
県
富
山
市
・
笹
倉

地
区
で
は
毎
年
４
月
に

地
元
神
社
の
春
季
例
大

祭
が
営
ま
れ
、笹
倉
青
年

団
の
若
者
た
ち
が
乱ら

ん
じ
ょ
う声

獅
子
を
舞
う
。大
祭
は
朝

７
時
か
ら
夜
９
時
ま
で

分
刻
み
で
動
く
。道
順
と

時
間
の
組
み
立
て
が
最

大
の
難
関
で
、先
行
隊
が

次
の
訪
問
先
に
先
回
り

し
て
時
間
を
調
整
し
な

が
ら
、婚
礼
な
ど
時
刻
の

決
ま
っ
た
依
頼
に
も
合

わ
せ
て
い
く
。今
年
か
ら

団
長
を
務
め
る
田
中
俊

介
さ
ん（
26
）は「
一
人
で

は
回
せ
な
い
」と
語
る
。

　

青
年
団
の
活
動
は
春

だ
け
で
は
な
い
。
夏
は

地
域
の
納
涼
祭
や
妙
順

寺
ま
つ
り
で
焼
き
そ
ば

を
焼
き
、
行
事
を
支
え

る
。
小
学
校
の
竣
工
式

で
は
演
舞
を
披
露
し
て

児
童
と
太
鼓
や
笛
で
交

流
し
た
。

　

活
動
を
支
え
る
の
は
、

世
代
を
つ
な
ぐ
仕
組
み

だ
。
Ｏ
Ｂ
の
七
澤
公
一

さ
ん
が
提
案
し
た
準
団

員
制
度
を
も
と
に
小
学

生
は
子
役
、
中
学
生
は

手
伝
い
、
高
校
生
は
獅

子
の
胴
を
担
い
、
高
校

卒
業
後
に
入
団
す
る
流

れ
が
で
き
た
。
担
い
手

が
増
え
た
こ
と
で
３
年

前
か
ら
東
西
に
分

か
れ
て
舞
う
２
幕

体
制
も
実
現
し
て

い
る
。

　

前
団
長
は
田
中

団
長
の
姉
の
美
咲

さ
ん
だ
っ
た
。
今

年
の
大
祭
で
は
田

中
家
の
婚
礼
で
姉

弟
が
そ
ろ
っ
て
舞

い
元
団
員
の
父
も

加
わ
っ
た
。
練
習

の
後
に
は
Ｏ
Ｂ
と

現
役
が
食
卓
を
囲

む
。
同
じ
釜
の
飯
を
食

う
仲
間
に
世
代
の
壁
は

な
い
。「
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
を
巻
き
込
み
な
が
ら

地
域
を
元
気
に
し
て
い

き
た
い
」
と
田
中
団
長

は
語
る
。

富山県
富山市

70名を超える選手が集まり、熱戦を繰り広げた

大ベテランから指導を受ける団員
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２
０
２
５
年
度
全
国
地
域
青
年
「
実
践
大
賞
」

審
査
員
　
棚
田
　
一
論

（
日
本
青
年
団
協
議
会
事
務
局
長
）

（
元
一
般
財
団
法
人
日
本
青
年
館
公
益
事
業
部
長
）

●
折
り
紙
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
で
迎
え
る

　
「
祝
　
国
ス
ポ
　
竜
王
町
へ
よ
う
こ
そ
!!
」

滋
賀
県
青
年
団
体
連
合
会 

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ 

Ｒ
．Ｓ
．竜
王
町
青
年
団

【
取
り
組
み
概
要
】

　

２
０
２
５
年
10
月
３
日
か
ら
５
日
、44
年

ぶ
り
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
た
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
会

場
・
竜
王
町
総
合
運
動
公
園
で
、来
場
す
る
選

手
や
観
客
を
歓
迎
す
る
作
品「
祝 

国
ス
ポ 

竜

王
町
へ
よ
う
こ
そ
!!
」を
制
作
し
た
。５
月
に

滋
賀
県
青
年
団
体
連
合
会
が
主
催
す
る
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
25
で
文
化
活
動
と
し

て
作
品
づ
く
り
を
決
め
、大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
の

キ
ャ
ッ
フ
ィ
ー
と
チ
ャ
ッ
フ
ィ
ー
が
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
す
る
姿
を
、地
元
中
学
校
で
も
な
じ
み
深

い
折
り
紙
の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
で
表
現
。８
月

25
日
に
は
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
の
参
加
者
と
と

も
に
制
作
を
進
め
、９
月
４
日
に
い
っ
た
ん
完

成
し
た
も
の
の
、見
え
方
が
分
か
り
づ
ら
い
と

い
う
課
題
が
判
明
し
た
。団
内
で
議
論
の
う
え

設
計
図
を
つ
く
り
直
し
て
再
制
作
。高
校
生
以

上
の
団
員
に
加
え
、Ｏ
Ｂ
や
県
団
役
員
、竜
王

町
の
関
係
者
、団
員
の
家
族
な
ど
約
80
名
を

巻
き
込
み
、地
域
一
丸
と
な
っ
て
仕
上
げ
た
。

あ
わ
せ
て
竜
王
町
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
す
る
カ
ー
ド
も
つ
く
り
、会
場
に
展
示
。

こ
の
実
践
は「
２
０
２
５
年
度
全
国
地
域
青
年

『
実
践
大
賞
』」で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

【
解
説
】

　

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ 

Ｒ
．Ｓ
．竜
王
町
青
年
団
の
皆

様
、「
奨
励
賞
」の
受
賞
、誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。44
年
ぶ
り
の
滋
賀
開
催
と
な
っ
た

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
合
わ
せ
、折
り
紙
を
用

い
た「
お
も
て
な
し
」の
作
品
制
作
に
取
り
組

ま
れ
た
姿
勢
は
実
に
見
事
だ
。多
様
な
世
代

約
８０
名
を
巻
き
込
み
、地
域
一
丸
と
な
っ
て
歓

迎
の
空
気
を
つ
く
り
上
げ
た
点
は
、青
年
団
ら

し
い
温
か
み
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
実
践
で
あ
っ

た
。審
査
会
で
は
、ぜ
ひ
実
物
の
作
品
を
見
た

か
っ
た
と
い
う
声
が
上
が
る
ほ
ど
、皆
様
の
情

熱
が
伝
わ
る
活
動
だ
っ
た
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
も
と
も
と
は
、
町
内

の
中
学
校
で
例
年
つ
く
ら
れ
て
い
る
折
り
紙
モ

ザ
イ
ク
ア
ー
ト
と
い
う
、
団
員
に
と
っ
て
身
近

な
文
化
活
動
と
し
て
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た

地 域 活 動 ラ ボ
  Focus

　地域青年団は、その多岐にわたる活動を通じて、まちや地域が活気づくだけでなく、さまざまな人との関わりを通して自分のできることが
増えたり、視野が広がるという、いわば地域を担う若者を育むという重要な意味を持つ。日本青年団協議会が主催する「全国地域青年『実践
大賞』」は、各地の取組を集め、有識者によって評価される貴重な機会である。
　本企画では、実践大賞に応募された取り組みを審査に関わった審査員自らが分析し、活動の社会的な意義を明らかにしていく。第１３回目
となる今回は、滋賀県の「ＣＲＥＷ  Ｒ．Ｓ．竜王町青年団」の「レクッサ（文化活動）」の実践について紹介する。

モザイクアートが思った出来栄えにならず、約２時間にわたる
協議の末、再制作を決意
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点
だ
。
当
初
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
の
接

点
は
な
く
、
活
動
の
途
中
で
団
長
が
役
員
会

で
得
た
情
報
を
き
っ
か
け
に
、
竜
王
町
教
育

委
員
会
と
の
協
議
を
経
て
「
歓
迎
の
作
品
づ

く
り
」
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
地
域
の
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
を
、
青
年
団
ら
し
い
柔
ら
か
な
発

想
で
自
分
た
ち
の
活
動
に
引
き
寄
せ
て
い
く

力
は
、
ま
さ
に
地
域
青
年
団
が
持
つ
強
み
だ

と
い
え
る
。

　

今
回
の
舞
台
と
な
っ
た
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
地
域

に
と
っ
て
数
十
年
に
一
度
め
ぐ
っ
て
く
る
か
ど

う
か
と
い
う
規
模
の
機
会
で
あ
る
。
普
段
の

活
動
で
は
出
会
う
こ
と
の
な
い
全
国
各
地
か

ら
の
選
手
や
観
客
、
大
会
関
係
者
に
「
地
元

の
顔
」
と
し
て
向
き
合
え
る
機
会
は
、
青
年

団
に
と
っ
て
も
得
が
た
い
経
験
に
な
っ
た
は
ず

だ
。
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
を
、
全
国
規
模
の
イ

ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
活
か
し
た
発
想
は
、
他
の

地
域
の
青
年
団
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
に

な
る
だ
ろ
う
。

◆
折
り
紙
が
広
げ
た
多
世
代
の
輪

　

制
作
の
過
程
で
は
、
高
校
生
以
上
の
団
員

だ
け
で
な
く
、
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
の
参
加
者
、

Ｏ
Ｂ
、
県
団
役
員
、
竜
王
町
の
役
員
、
団
員

の
家
族
ま
で
も
が
、
休
日
を
返
上
し
て
制
作

に
加
わ
っ
た
。
ひ
と
つ
の
作
品
を
仕
上
げ
る
た

め
に
、
こ
れ
だ
け
多
様
な
世
代
・
立
場
の
人

が
机
を
並
べ
る
機
会
は
、
日
常
の
地
域
活
動

で
は
な
か
な
か
生
ま
れ
に
く
い
。
折
り
紙
と
い

う
誰
も
が
手
を
動
か
せ
る
素
材
を
選
ん
だ
こ

と
が
、
多
世
代
を
巻
き
込
む
間
口
の
広
さ
に

も
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
順
調
な
こ
と
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
。
完
成
し
た
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
が
初
見

の
人
に
は
分
か
り
づ
ら
い
仕
上
が
り
だ
っ
た
こ

と
、
教
育
委
員
会
と
の
調
整
不
足
か
ら
一
部

の
展
示
内
容
を
直
前
で
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
、い
く
つ
も
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
団
員
同
士
で
意
見
を
戦

わ
せ
な
が
ら
設
計
図
を
つ
く
り
直
し
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
皆
で
取
り
組
む
態
勢
を
組

み
直
し
た
経
験
は
、
今
後
の
事
業
運
営
に
お

け
る
大
き
な
財
産
に
な
る
は
ず
だ
。
教
育
委

員
会
な
ど
行
政
と
の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
事

業
を
形
に
し
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
も
見
逃
せ
な

い
。
青
年
団
単
独
で
は
実
現
で
き
な
い
規
模

の
展
示
や
広
報
を
、
行
政
と
の
連
携
に
よ
っ

て
可
能
に
し
た
経
験
は
、
次
に
活
動
を
計
画

す
る
際
の
「
早
い
段
階
か
ら
の
事
前
相
談
」

と
い
う
具
体
的
な
行
動
指
針
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
大
人
が
本
気
で

一
つ
の
作
品
を
つ
く
り
上
げ
る
姿
を
間
近
で

見
る
経
験
は
、
地
域
へ
の
愛
着
や
将
来
へ
の
想

像
力
を
育
む
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
竜
王
町
青
年
団
が
生
み
出
し
た
の
は
、

一
枚
の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
世
代

を
超
え
て
手
を
動
か
し
、
地
域
の
魅
力
を
語

り
合
っ
た
時
間
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

◆
次
の
活
動
へ
つ
な
ぐ
た
め
に

　

今
後
の
期
待
と
し
て
、今
回
の
制
作
プ
ロ

セ
ス
を
通
じ
て
得
ら
れ
た「
新
し
い
仲
間
」や

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
、ど
の
よ
う
に
次
の
活
動

へ
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、そ
の
広
が
り
を
ぜ
ひ

記
録
し
、発
信
し
て
ほ
し
い
。地
域
に
新
し
い
結

び
つ
き
を
生
ん
だ
竜
王
町
青
年
団
の
次
な
る

文
化
活
動
を
、心
よ
り
応
援
し
た
い
。

設計図を見ながら、模造紙に貼る折り紙の色を、事前に
模造紙に記入する

巡回ラジオ体操で、参加者とともに作品を作成
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　今回は、岡山県青年団協議会（以下、岡山県団）が２年前の「令和６年能登半島地震」で行ったボランティ
ア活動と、その経験を土台に今年９月に行った「令和８年熊本地震ボランティア」へと進んだ道のりを紹介しま
す。岡山県団だけでなく、熊本県青年団協議会（以下、熊本県団）と宮崎県青年団協議会（以下、宮崎県団）も
関わった熊本での活動の様子は、８ページ「震災復興×青年団」でさらに詳しく取り上げます。 魅

力
魅
力
発
掘
発
掘
もっと
知りたい！

岡
山
県
青
年
団
協
議
会

岡
山
県
青
年
団
協
議
会

●
能
登
で
の
経
験
を
土
台
に

　

今
年
７
月
に
発
生
し
た「
令
和
８
年

熊
本
地
震
」。「
平
成
２８
年
熊
本
地
震
」か

ら
１０
年
を
迎
え
、復
興
の
歩
み
を
重
ね
て

き
た
さ
な
か
の
被
災
だ
っ
た
。岡
山
県
団

は
同
年
９
月
19
日
か
ら
22
日
に
か
け
て

熊
本
県
を
訪
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
た
。２
年
前
に
能
登
で
活
動
し
た
メ

ン
バ
ー
を
中
心
に「
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
方
の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
」と
い
う
声
が
上
が
り
、日
青
協
の
呼

び
か
け
の
も
と
、熊
本
県
団
や
宮
崎
県
団

と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
今
回
の
派
遣
が

決
定
し
た
。そ
の
土
台
に
あ
る
の
は「
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
」で
の
経
験
だ
。

●
「
ま
ず
は
現
地
を
見
る
」
か
ら

始
ま
っ
た
能
登
支
援

　

岡
山
県
団
は
、
能
登
半
島
地
震
発
災

後
に
県
内
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き
イ
ベ

ン
ト
を
開
き
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
を

石
川
県
青
年
団
協
議
会
（
以
下
、
石
川

県
団
）
に
寄
付
し
た
。
し
か
し
、
寄
付

を
し
て
も
被
災
地
の
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
は
見
え
な
か
っ
た
。
相
談
し
た
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か

ら
は
、
ま
ず
現
地
を
見
る
よ
う
助
言
を

受
け
た
。

　

４
月
に
は
岡
山
県
団
６
名
が
石
川
県

団
の
案
内
で
被
災
地
を
視
察
し
、
事
後

に
県
内
で
実
施
し
た
報
告
会
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
を
提
案
し
た
。
実
行
委
員

会
体
制
を
と
り
、
参
加
希
望
者
と
と
も

に
活
動
内
容
を
練
っ
た
。
８
月
に
は
高

校
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の
26
名
が
能
登

へ
向
か
っ
た
。
輪
島
市
で
家
屋
の
片
付

け
や
液
状
化
し
た
床
下
の
清
掃
に
汗
を

流
し
、
珠
洲
市
で
は
石
川
県
団
と
復
興

支
援
イ
ベ
ン
ト
「
も
も
た
ろ
う
市
」
を

開
い
た
。

●
寄
り
添
う
こ
と
を
学
び
、熊
本
へ

　

屋
内
の
片
付
け
で
は
依
頼
者
が
残
し

て
お
き
た
い
品
を
メ
ン
バ
ー
が
廃
棄
袋

に
入
れ
て
し
ま
う
場
面
が
あ
っ
た
。早
く

片
付
け
る
こ
と
よ
り
も
、依
頼
者
に
一

つ
ず
つ
確
認
し
、思
い
出
と
と
も
に
整
理

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

身
を
も
っ
て
知
っ
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
後
、

メ
ン
バ
ー
は
こ
の
経
験
を
岡
山
に
持
ち

帰
り
、防
災
を
考
え
る
取
り
組
み
に
つ
な

げ
た
。２
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
県
青
年
祭

の
運
営
を
支
え
た
当
時
学
生
だ
っ
た
参

加
者
も
能
登
で
出
会
っ
た
仲
間
だ
。

　

熊
本
で
の
活
動
に
向
け
て
は
、能
登
で

の
経
験
を
基
に
、物
資

の
選
定
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
前
申
込
み
な
ど
の

準
備
を
行
っ
た
。準
備

で
心
が
け
た
の
は
、単

に
作
業
を
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、被
災
さ
れ
た

方
々
の
心
に
寄
り
添
い
、

対
話
を
大
切
に
す
る
こ

と
だ
。能
登
で
学
ん
だ

「
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
共
に
考
え
る
姿
勢
」

を
熊
本
で
も
意
識
し
て

活
動
に
臨
ん
だ
。熊
本

入
り
し
た
19
日
に
は
、移
動
ル
ー
ト
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
場
所
の
確
認
な

ど
の
下
見
後
、夕
方
か
ら
と
も
に
活
動
す

る
熊
本
県
団・宮
崎
県
団
と
合
流
し
て
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
、参
加
メ
ン
バ
ー
の
確

認
や
服
装
な
ど
の
共
有
を
し
た
。現
地
を

見
て
話
を
聞
き
、共
に
考
え
る
。岡
山
県

団
は
能
登
で
積
み
重
ね
た
歩
み
を
携
え

て
熊
本
で
の
活
動
に
臨
ん
だ
。

●北村万梨子支局員（岡山県青年団協議会常任理事）協力

輪島市災害ボランティアセンターを通じた活動。
液状化で床下にたまった泥をかき出す
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復
興
に
終
わ
り
は
な
い
―
珠
洲
で
未
来
を
つ
な
ぐ
青
年
た
ち

　
能
登
で
も
熊
本
で
も
、復
興
は
ま
だ
道
半
ば
で
す
。今
号
の
増
大
紙
面
で

は
、能
登
半
島
地
震
か
ら
の
歩
み
を
第
41
回
石
川
県
青
年
文
化
祭
や
の
ど

自
慢
大
会
か
ら
伝
え
る
と
と
も
に
、「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」の
被
災
地
へ
駆

け
つ
け
た
岡
山
県
青
年
団
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。地
域

に
寄
り
添
い
、今
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
仲
間
た
ち
の
姿
を
お
届
け
し
ま
す
。

震災復興
×
青年団

　

８
月
８
日
か
ら
９
日
に
か

け
て
、石
川
県
青
年
団
協
議
会

と
珠
洲
市
青
年
団
協
議
会
の

主
催
に
よ
り
珠
洲
市
で
開
か

れ
た
、石
川
県
青
年
文
化
祭
と

「
が
ん
ば
ろ
う
能
登
!!
珠
洲
の

ど
自
慢
大
会
２
０
２
６
」を
取

材
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
２
年

半
余
り
。
道
路
は
通
行
で
き

る
も
の
の
、本
復
旧
工
事
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
。傾
い
た
電

柱
や
街
灯
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が

残
る
家
屋
も
あ
り
、復
旧
は
ま

だ
道
半
ば
で
あ
る
。

　

私
は
宮
城
県
で
東
日
本
大

震
災
を
経
験
し
た
。工
事
車
両

が
行
き
交
う
道
路
や
被
災
し

た
家
屋
に
、当
時
の
記
憶
が
よ

み
が
え
っ
た
。
一
方
、半
島
の

先
端
に
位
置
す
る
珠
洲
市
で

は
、資
材
や
重
機
を
運
ぶ
道
路

が
限
ら
れ
、そ
の
道
路
自
体
も

復
旧
途
上
に
あ
る
な
ど
、能
登

特
有
の
難
し
さ
も
感
じ
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
も
、地
域
に

は
確
か
な「
元
気
」が
あ
っ
た
。

石
川
県
青
年
文
化
祭
で
は
、30

代
前
半
の
青
年
た
ち
が
中
心

と
な
り
、幅
広
い
世
代
が
参
加

し
た
。
震
災
後
、一
度
は
楽
器

を
吹
け
な
く
な
っ
た
出
演
者

は
、「
自
分
の
た
め
に
や
り
な

よ
」と
い
う
言
葉
を
き
っ
か
け

に
再
び
演
奏
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
参
加
者
か

ら
は「
祭
り
の
再
開
が
復
興
へ

の
第
一
歩
。
山
車
を
見
た
と

き
に
は
涙
が
出
た
」と
の
声
も

聞
い
た
。

　

翌
日
の
珠
洲
市
の
ど
自
慢

大
会
は
、長
年
に
わ
た
り
市
民

に
親
し
ま
れ
て
き
た
大
会
だ
。

当
日
は
開
場
前
か
ら
列
が
で

き
、小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

が
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
。運
営

は
青
年
団
員
を
中
心
に
約
30

人
が
一
丸
と
な
っ
て
担
っ
た
。

会
場
で
は
、地
域
の
人
が
青
年

た
ち
を
見
つ
け
る
と
笑
顔
で

あ
い
さ
つ
し
、自
然
と
世
間
話

が
始
ま
る
。
そ
こ
に
は
、青
年

た
ち
と
地
域
の
人
々
が
日
頃

か
ら
築
い
て
き
た
関
係
が
は
っ

き
り
と
表
れ
て
い
た
。移
住
後

に
青
年
団
に
加
わ
っ
た
団
員

も「
地
域
の
人
が
温
か
く
、す

ぐ
に
な
じ
め
た
」と
話
す
。
青

年
団
と
い
う
枠
を
越
え
、地
域

全
体
に
人
と
人
と
の
強
い
つ

な
が
り
が
根
付
い
て
い
る
こ

と
を
感
じ
た
。

　
「
能
登
は
祭
り
が
命
み
た
い

な
と
こ
ろ
。祭
り
が
生
き
が
い

で
、そ
の
た
め
に
帰
っ
て
く
る

人
も
い
る
」と
話
す
参
加
者
も

い
た
。
実
際
、震
災
後
に
珠
洲

を
離
れ
て
も
、行
事
の
た
び
に

駆
け
つ
け
る
青
年
が
い
る
。ま

た
、「
も
っ
と
若
い
世
代
を
集

め
る
こ
と
が
、青
年
文
化
祭
や

の
ど
自
慢
、そ
し
て
珠
洲
市
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」

と
未
来
を
見
据
え
る
声
も
聞

か
れ
た
。

　

震
災
を
経
験
し
た
身
と
し

て
、私
は
復
興
に
終
わ
り
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。一
度
壊
れ

た
も
の
が
す
べ
て
元
通
り
に

な
る
こ
と
は
な
く
、震
災
の
傷

は
残
り
続
け
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

元
に
戻
す「
復
旧
」の
先
で
歩

み
を
止
め
ず
、新
し
い
未
来
を

つ
く
り
続
け
る
こ
と
が「
復
興
」

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

珠
洲
で
出
会
っ
た
青
年
た

ち
は
皆
笑
顔
だ
っ
た
。そ
の
笑

顔
に
人
が
集
ま
り
、ま
た
笑
顔

に
な
る
。
祭
り
を
守
り
、人
を

結
び
、次
の
世
代
へ
思
い
を
受

け
渡
し
て
い
く
。
そ
の
姿
に
、

青
年
団
が
果
た
す
役
割
の
大

き
さ
と
、復
興
の
一
つ
の
形
を

見
た
。

●佐藤和博（日本青年団協議会　常任理事）より投稿

のど自慢大会の開会式後、
実行委員が舞台で湘南乃風
の「睡蓮花」を歌い、客席側の
メンバーも合いの手で会場を
盛り上げた
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本号からリニューアルした『Youth』。
全国各地で活動する支局員が主体となって企画・編集す
るページです。各地の青年たちの学びや実践、想いを支局
員自身の言葉で届けます。地元と全国がつながる発信の
場として、皆さんからの投稿もお待ちしています！

投稿フォーム

支局員が各地から集めた活動や実践の学びをピックアップ！
今月のテーマは「伝える～足を運ぶ～」。
青年大会で、様々な人が参加するきっかけに大切なこととは？

　高知県青年大会文化部門の意見発表の部には、今年も高知県に来て働いて
いる技能実習生であるインドネシア出身のシャーラさんが出場し優秀賞に輝い
た。県青年団で特に近年力を入れている意見発表は、役員が1人ひとりサポー
トにつき共に発表の方向性を見つけたり、発表の仕方や制限時間内にベストな
発表ができるよう練習も行う。今回担当した事務局長の西村ひかるさんは何
度もシャーラさんとの打ち合わせへ足を運び、時間を共に過ごした。発表者自
身のことを引き出し向き合うことで人となりに深く触れることや、目標に向
かって力を合わせ共に悩んだり新しい発見をする、この過程こそが西村さんに
とっての何よりのやりがいにつながっている。シャーラさんは「ひかるさんと話
をしながらアドバイスをもらい、一緒に作りあげたスピーチをみんなに伝えられ
たことが嬉しかった。」と明るい表情で語ってくれた。

右記QRコードより
情報をお寄せください。
※Googleのアカウントが必要です。

Youth掲示板Youth掲示板

　愛知県では今年から「地域ユ
ニット」事業がスタートしまし
た。「仕事帰りに立ち寄れる距離
感」をコンセプトに、隣接する市
の青年団員が互いの活動に参加
し合う取り組みです。物理的な距
離の近さを、心理的な連携強化にも生かしていきます。

●愛知県青年団協議会・大松優樹さん・20代

　8月の沖縄では、先祖を供養し
送り出すエイサーが力強く舞わ
れ、石垣島では、あの世から訪れ
る先祖を迎えるアンガマーが巡り
ました。無病息災を願う旧盆の伝
統が、世代を超えて受け継がれ、

島々を熱く彩りました。
●沖縄県青年団協議会　事務局・松元杏菜さん・20代

全国の仲間からの投稿コーナーです。
新聞の感想でも、地元の活動報告でも、
なんでもOK！
あなたの声を全国へ届けましょう。

全国の仲間からの投稿コーナーです。
新聞の感想でも、地元の活動報告でも、
なんでもOK！
あなたの声を全国へ届けましょう。

参加者の声
日青協事業に参加した支局員・青年団員の
リアルな声をお届けします。
今回は第５７回北方集会に参加した大分県
団の阿南事務局長の等身大のレポートです。

北方集会で感じた「伝えることの大切さ」
　北方集会（第57回北方領土復帰促進婦人・青年交流集会）
で一番印象に残ったことは、「羅臼町では、元島民１世の現役
の語り部がいないこと」です。私が青年団活動を始めて、「戦
争体験者などの高齢化が進み、直接体験の引継ぎが急務」と
学んでから20年。当事者の声を直接伺える機会も失われつ
つある時代が到来したことを痛感しました。
　今回の集会で、自分でできる形で学びを伝えることの大切
さを知り、得意のSNSで連載企画として発信しています。全
国の仲間へ、後世の仲間へ、元島民の想いを伝えることが、
青年団として大切です。同じ日本の問題として、一緒に行動し
ましょう。

●大分県連合青年団　事務局長・阿南貴詞さん・40代
あなたの声を

お待ちしています！

みんなの
活動が集まる！

●高知県青年団協議会常任理事・宮崎果七さん・20代

伝える～足を運ぶ～

　

９
月
20
日
～
21
日
の
２
日

間
、岡
山
県
青
年
団
協
議
会（
以

下
、岡
山
県
団
）、熊
本
県
青
年

団
協
議
会（
以
下
、熊
本
県
団
）

と
と
も
に
、熊
本
県
八
代
市
で

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
岡
山
県
団
が
熊
本
入
り
し
た

19
日
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
す
る
岡
山
県
団
、熊
本
県
団
、

宮
崎
県
団
の
３
団
体
で
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
、岡
山
県
団
が
石

川
県
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
て
得
た
経
験
も
共
有
さ

れ
ま
し
た
。
作
業
を
行
う
だ
け

で
は
な
く
、被
災
さ
れ
た
方
の

気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
を
大

切
に
活
動
し
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
は
九
州
だ
け
で
な

く
全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
、以
前
被
災
し
た
地
域

か
ら「
恩
返
し
」の
気
持
ち
で

参
加
し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

一
方
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

の
支
援
を
申
し
込
ん
で
か
ら
１

か
月
以
上
待
っ
て
い
る
方
も
い

ま
す
。
現
在
も
千
件
以
上
の
依

頼
が
残
っ
て
い
る
と
聞
き
、継

続
し
た
支
援
の
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。
１
日
目
は
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
撤
去
、２
日
目
は
そ
れ

に
加
え
て
家
財
整
理
を
行
い
ま

し
た
。
初
め
は「
女
の
子
が
多

い
け
ど
大
丈
夫
？
」と
心
配
さ

れ
て
い
た
家
の
方
も
、私
た
ち

が
連
携
し
て
作
業
す
る
姿
を
見

て
、安
心
し
て
任
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。「
来
て
く
れ
た
気

持
ち
が
嬉
し
い
」と
言
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、被
災
さ
れ

た
方
ご
自
身
も
大
変
な
状
況
に

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ジ
ュ
ー

ス
や
果
物
、パ
ン
、ア
イ
ス
な

ど
、私
た
ち
の
た
め
に
た
く
さ

ん
の
お
も
て
な
し
を
準
備
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
十
分
な

お
も
て
な
し
が
で
き
な
く
て
申

し
訳
な
い
」と
い
う
言
葉
も
あ

り
、そ
の
気
持
ち
に
胸
が
詰
ま

り
ま
し
た
。

　

公
務
員
が
多
い
熊
本
県
団
の

皆
さ
ん
も
、仕
事
で
災
害
支
援

に
携
わ
る
な
ど
忙
し
い
中
で
参

加
し
て
く
だ
さ
り
、同
じ
青
年
団

の
仲
間
と
し
て
一
緒
に
活
動
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

活
動
中
、岡
山
県
青
年
団
の

方
が
被
災
さ
れ
た
方
か
ら「
な

震災復興
×
青年団

熊
本
地
震
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て

黒木晏夏さん（日本青年団協議会執行理事／宮崎県青
年団協議会会長）・畑中哲哉さん（日本青年団新聞Youth
Post支局員／宮崎県青年団協議会副会長）より投稿

　
熊
本
県
八
代
市
に
、岡
山
県
、熊
本
県
、宮
崎
県
の
青
年
団
が
集

ま
り
ま
し
た
。９
月
に
行
わ
れ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、宮
崎

県
か
ら
参
加
し
た
黒
木
晏あ

ん
な夏

さ
ん
、畑
中
哲
哉
さ
ん
が
報
告
し
ま
す
。

活
動
ま
で
の
経
緯
は
、６
ペ
ー
ジ「
魅
力
発
掘
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ぜ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ

た
の
？
」と
尋
ね
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
場
で
は
明
確
な
答

え
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、活

動
後
の
車
内
で
そ
の
こ
と
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
出

た
言
葉
が
、「
青
年
団
だ
か
ら
。

困
っ
て
い
る
人
を
放
っ
て
お
け

な
い
」で
し
た
。
そ
の
言
葉
が

皆
さ
ん
の
共
通
認
識
で
あ
る
こ

と
に
感
動
す
る
と
同
時
に
、私

た
ち
自
身
も
青

年
団
活
動
の
意

味
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
活
動
を

通
し
て
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
作
業
を

す
る
だ
け
で
な
く
、

全
国
か
ら
の
応
援

の
気
持
ち
を
直
接

届
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。そ

し
て
、被
災
地
を

応
援
す
る
方
法
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
地
を

訪
れ
、観
光
を
楽
し
み
、地
域
の

も
の
を
食
べ
る
こ
と
も
、復
興
を

応
援
す
る
一
つ
の
形
で
す
。

　
全
国
の
青
年
団
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
困
っ

て
い
る
人
を
放
っ
て
お
け
な
い
」

と
い
う
思
い
を
胸
に
、こ
れ
か

ら
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
、行
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

依頼のあったご自宅に伺い、崩れ落ちたブロック塀の撤去を行う
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つある時代が到来したことを痛感しました。
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あまり知られていないすてきな場所や食

べ物…地元のおすすめを青年団のエピ

ソードも交えてご紹介します。　本号のテーマは「ナイスファイト」。先日、高
齢の祖父母に会ったからか、自分は自分にそ
う言ってあげられるような毎日を今、過ごせて
いるだろうか、なんて思ったり。全青大でもた
くさんのナイスファイトなみなさんの姿が見
られるのが楽しみです。最近雨続きの東京が
晴れることを祈りつつ、準備頑張ります。
　今月号から支局員のみなさんとつくるリ
ニューアル企画「Youth」も始まりました。感
想待ってます。（H）

　コロナ禍から数年が経った。地域も友人も、時には家族までも
分断されたあの時間を経て、私たちはようやく日常を取り戻した。
以降、各地で少しずつ活動が再開してきた。今年も各地で道府県
青年大会を開き、代表が決まった。それは、青年団活動が確かに再
興してきた何よりの証である。ここまで歩んできた一人ひとりに、ま
ずは心からの感謝を伝えたい。
　がんばること。誰かを応援すること。ともすればそれさえもスト
レスやハラスメントと見なされかねない時代である。一人では踏み
出せない挑戦も、声をかけ束ねてくれる道府県団があるからこそ、
前へ進める。大会は競う場だけでなく、人と人が出会い、全力で挑
む姿から支え合う絆が生まれる場となった。
　青年団活動に携われる時間は、決して長くはない。仕事、家庭、

育児、余暇—人生には、やりたいことがいくつもある。時には、こ
なさなければならないノルマもあるだろう。青年は、いつの時代も
忙しい。それでもなお、青年団活動を選んでいること。それは人生
の貴重な時間を、何に使うのかという問いへの一つの答えだ。
　地域のつながりが薄れ、SNSで誰とでもつながれる一方、本音
を話せる相手は見つけにくい。孤立や孤独が生まれやすい社会で、
青年団活動を選んだあなたに伝えたい。あなたのことを、ちゃん
と見ている。頑張っていることも、知っている。だから、決して一人
じゃない。全国のどこかで、同じように汗を流す仲間がいる。そし
て、全国青年大会に出場する選手へ。あなたの後ろには、代表とし
て送り出してくれた人たちがいる。１１月１３日、いよいよ大会が開
幕する。全力のあなたに、心からエールを送る。

全力のあなたに、エールを

●宮崎果七支局員（高知県青年団協議会　常任理事）より投稿

https://www.facebook.com/nisseikyo01/

最新の
情報は
こちら

れこめんど

　
群
馬
県
前
橋
市
出
身
の
金

澤
謙
心
さ
ん
。
高
知
大
学
に

進
学
後
、
学
生
団
体
「
学
生

合
同
な
ぶ
ら
」
と
出
会
い
、

地
域
や
社
会
と
つ
な
が
る
空

間
の
心
地
よ
さ
を
知
っ
た
。

　
か
つ
て
家
庭
環
境
や
進
学

校
の
多
忙
さ
か
ら
体
調
を
崩

し
、「
家
庭
や
学
校
以
外
に

も
、
自
分
を
受
け
止
め
て
く

れ
る
居
場
所
が
欲
し
い
」
と

思
っ
た
こ
と
が
原
点
で
、
居

場
所
づ
く
り
は
彼
の
人
生

の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
度
に
休
学
し
、

児
童
生
徒
の
居
場
所
づ
く

り・学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業「
学

び
の
コ
コ
ロ
（
ま
な
コ
コ
）」

を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
名
称

に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
寄
り

添
う
だ
け
で
な
く
、
自
分
た

ち
青
年
団
や
大
学
生
も
謙
虚

に
学
び
続
け
る
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在

は
後
輩
た
ち
に
バ
ト
ン
が
渡

り
、
県
内
各
地
の
青
年
団
と

連
携
し
て
、
今
夏
は
５
か
所

で
開
催
し
た
。

　
こ
の
春
か
ら
関
東
で
社
会

人
と
な
り
、
全
国
ま
ち
づ
く

り
若
者
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
７

の
実
行
委
員
と
し
て
も
活
動

を
始
め
た
。
青
年
団
活
動
に

参
加
す
る
時
、
自
分
と
向
き

合
え
る
場
所
が
あ
る
こ
と
に

ホ
ッ
と
す
る
と
い
う
。「
学

び
の
コ
コ
ロ
」
は
、
彼
の
中

で
、
そ
し
て
高
知
で
も
続
い

て
い
く
。
離
れ
て
も
、
思
い

は
同
じ
だ
。

　今回ご紹介するのは、富士山のふもと、山中湖
畔に建つ「山中湖旭日丘温泉 ホテル清

せいけい

渓」です。
1933年、日本青年館第３代理事長・井上準之助氏
のご遺族の寄付により「清渓寮」として誕生し、「清
渓」の名は井上氏の雅号に由来します。日本青年館
の分館として、日青協主催のCheerUP！や全国青
年問題研究集会の開催など、青年団とともに多くの歴史を紡いできました。
　カラマツ林に囲まれた敷地には、温泉の大浴場や体育館、40基のかまどが並ぶ
野外炊飯場もあり、研修や合宿にぴったりです。2027年１月から７月中旬（予定）ま
ではリニューアル工事のため休館となります。新しく生まれ変わる清渓で、富士山を
眺めながら、青年団の歩みにも思いをはせてみませんか？
　リニューアル後はぜひお越しください。

全国まちづくり若者サミット
Instagram

OPINION
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「
学
び
の
コ
コ
ロ
」
は

続
い
て
い
く 

金
澤　
謙
心
さ
ん
（
24
）

（
高
知
県
青
年
団
協
議
会
お
江
戸
支
部
長
）

若者サミットで

待ってるよ！
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